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下
水

川
内
町
の
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
い
て

、

昨
年
の
十
月
号
か
ら
毎

月
紹
介
し
て
き
ま
し
た
特
集
ち
、
ひ
と
ま
ず
最
終
号
と
な
り
ま
し
た

。

最
終
号
で
は
、
昨
年
の
八
月
か
ら
各
集
会
所
で
開
催
し
て
お
り
ま
す

説
明
会
で
の
質
問
と
回
答
を
紹
介
し
、
日
頃
の
疑
問
に
お
答
え
し
疋

い
と
思
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
、

力
を
お
願
い
し
ま
す

。

受
益
者
負
担
金
に

つ
い
て

「M
U
-
受
益
者
負
担
金
は
、
土
地

日
川

」
の
面
積
で
は
な
く
家
屋
の

建
坪
や
人
頭
割
に
す
る
の
が
よ
い

の
で
な
い
か
。

-
司
圃

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ

・
F
a
a
-
-
-

-
F
匝
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
は

改
善
さ
れ
、
公
衆
衛
生
は
向
上
す

る
な
ど
土
地
の
便
益
性
は
増
大
し

ま
す
し
、
家
屋
の
建
替
え
な
ど
に

よ

る
浄
化
槽
の
設
置
替
え
も
必
要

な
く
な
り
ま
す
。
家
屋
の
建
っ
て

い
な
い
宅
地
な
ど
は
、
浄
化
槽
を

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

設
置
し
な
く
て
も
公
共

汚
水
ま
す

ま
で
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
だ

け
で
よ
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
土
地
の
便
益
性
、
資

産
価
値
の
向
上
に
対
し
て

受
益
者

負
担
金
は
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
土
地
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
の
大
小
に
よ

っ
て
資

産
価
値
は
比
例
し
ま
す
し
、

建
て

替
え
な
ど
に
よ
る
面

積
の
変
動
も

な
く
、
永
久
不
変
の
も
の
で
す
の

で
、

一
番
妥
当
性
が
あ
る
土
地
に

賦
課
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

。

全
国
的
に
も
大
多
数
の
自
治
体

で
土
地
の
面
積
に
平
方
メ
ー
ト
ル

当
り
の
単
価
を
乗
じ
て
賦
課
さ
れ

~~ 
曽

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
受
益
者
負

担
金
は
、
そ
の
土
地
に
一
回
限
り

の
賦
課
と
な
り
ま
す
。

コ
E

-
受
益
者
負
担
金
は
、
農
地

口
川

」
も
雑
種
地
も
宅
地
も
同
じ

に
賦
課
さ
れ
る
の
で
す
か
。

-
司
圃

農
地
は
申
請
し
て
い
た
だ

-Fa----

-
F
圃
き
ま
す
と
、
現
況
確
認
の

う
え
宅
地
化
さ
れ
る
ま
で
徴
収
を

猶
予
し
ま
す
。

調
整
区
域
の
雑
種
地
も
同
様
で

す
が
、
市
街
化
区
域
の
雑
種
地
や

宅
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
利
用

地
(
画
地
)
当
り

二
万
円
の
均
等

割
と

一
平
方
メ
ー

ト
ル
当
り

二
百

円
の
面
積
割
を
下
水
道
の
建
設
費

の
一
部
と
し
て
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

下水道に関すると質問は、気軽に

役場水道課下水道係(宮966-2238)
までお問い合わせください。

1 困 固
ま務土 に土
す課地 調地
。資登 ベの

料記 る面
を簿 の 積
基の では
に地 すど
面積 かの
積 と。 ょ

を税 う

「M
U

-
受
益
者
負
担
金
は
、
い
つ

厄
川
」
か
ら
徴
収
す
る
の
で
す
か
0

・
司
圃

該
当
の
土

地
が
、
下
水
道

-Fa----

-
F
圃

に
接
続
で
き
る
状
態
と
な

っ
て
か
ら
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
の
手
順
は
、
ま
ず

1
.

町
が
調
査
に
基
づ
き
、
受
益

者
申
告
書
を
土
地
の
名
義
人
の

方
に
お
送
り
し
ま
す
。

2
.

記
載
事
項
に
誤
り
が
な
け
れ

ば
、
押
印
し
て
そ
の
ま
ま
町
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

3
.

町
は
提
出
さ
れ
た
申
告
書
を

も
と
に
、
受
益
者
と
負
担
金
の

額
を
決
定
し
、
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

4
.

町
指
定
金
融
機
関
等
に
、
期

限
ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
(
納
入
は
、
毎
年
八
月
、

十
月
、
十
二
月
、
二
月
の
年
四

回
で
す
。
な
お
、
割
引
率
の
高

い
一
括
納
付
も
で
き
ま
す
。
)

下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て

U
U

現
在
、

水
道
水
と
井
戸
水
を

に
川
目

併
用
じ
て
い
る
が
、
下
水

道
使
用
料
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
0

・
司
圃

汚
水
の
量
を
認
定
し
ま
す
。

e

.
，
』

ま

ず
、
水
道
水

は
水
道
メ
ー

タ
ー

の
検
針

数
量
で
、
井

戸
水
は
世
帯

の
人
数
で
認

定
し
ま
す
。

汚
水
量
は
、

そ
の
合
算
Z

数
値
と
な

掴

り
ま
す

。

置

た
だ
し
、

E

世帯人数 井戸水等のみ
水道水と井戸

特殊営業
水 等の併 用

3 人以下 1 人につき8m' 左の量の半分

3人まで 8m' + 本人申告
4 人以上

4人 目 から 4m' 水道使用量
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水
道
水
の
使
用
が
非
常
に
少
な
い

場
合
は
、
井

戸
水
の
み
使
わ
れ
て

い
る
世
帯
の
認
定
方
法
で

算
出
さ

れ
ま
す
。

U
E

井
戸
水
使
用
の
汚
水

量
の

同
川

」
認
定
が
、

世
帯
人
数
で
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
数
が
変
わ

れ
ば
そ
の
都
度
、
町
へ
届
け
出
る

の
で
す
か
。

そ
う
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
u
u

-
水
道
使
用
料
と
下
水
道
使

厄
川
」

用
料
は
同
じ
で
す
か
。

-
司
圃

一
O
立
方
メ
ー

ト
ル
ま
で

・
F
圃

の
基
本
料
金
は
同
じ
で
す

が
、

一
O
立
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

る
超
過
料
金
が
下
水
道
の
方
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
下
水
道

使
用
料
の
方
、
が
高
く
な
り
ま
す
。

川
内
町
の
平
均
世
帯
で
、
約

一

割
五
分
程
高
く
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
に

つ
い
て

u
u

-
個
人
負
担
と
な
る
宅
地
内

白
川

一
の
配
管
費
用
は
、
ど
の
く

!被定な E河・ら
す工つ 聖長望い
る 事 て ーーーか
こ店きなト か
とにまどイ り
を見すにレ ま
お 積 のよや す
勧りでつ水 か
め依、て回

し頼複 費 り
まし数用の
すてのは位
比指異 置

「M
E

-
排
水
設
備
工
事
は
、
誰
で

口
川

」
も
で
き
ま
す
か
。

-
司
圃

町
は
、
県
下
統

一
の
試
験

圃
F
a
-
-
-
-

-
F
圃

で
合
格
し
た

専
任
技
術
者

の
い
る
業
者
を
指
定
工

事
店
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
指
定

工
事
店
に
排
水
設
備
工
事
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
指
定
工
事
店
も
次
第
に

増
え
て
お
り
、
現
在
十
八
社
に
な

っ
て
い
ま
す
。

指定工事店

図引q
つ

管合 す現排
は併 れ在水
そ浄 ば使設
の化 ょっ備
ま槽 いて壬
まの のい雪
使方 でる iz
えは す浄 l戸
ま、 か化 24
す配。 槽」

が
、
槽
は
撤
去
す
る
か
、
埋
め
る

か
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
庭
木
な
ど
へ
の
散
水

の
た
め
に
雨
水
貯
留
槽
と
し
て
改

造
し
た
い
方
の
た
め
に
、
節
水
の

た
め
の
補
助
制
度
を
現
在
検
討
中

で
す
。

公
共
汚
水
ま
す
に

つ
い
て

早 E司ば 1 ，.、 |
く 匪盈望よ | 札.L I
提 ーーい 」ーJ

出し希 の諾公
しま望 で書共
てす位 すは汚
くの置 か、水
だでを。 いま
さ、基 っす

いな準 提の
るに 出設
ベ設 す置
く計 れ承

U
E

公
共
汚
水
ま
す
は
、

希
望

日
川
」
す
れ
ば
ど
こ
で
も
設

置
じ

て
も
ら
え
る
の
で
す
か

。

-
司
圃

下
水
道
管
が
埋
設
さ
れ
る

-Fa----

-
F
』

道
路
に
面
し
た
側
で
、
宅

地
側
に
約

一
メ
ー

ト

ル
程
入
っ
た

と
こ
ろ
で
、
配
管
す
る
う
え
で
経

済
的
な
場
所
を
選
定
し
て
く
だ
さ

、
h
v

ま
た
、
住
宅
に
よ

っ
て
は
公
共

汚
水
ま
す
を

二
個
設
置
す
る
方
が

経
済
的
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
、

一
個
は
町
費
で
、

一

個
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

U
E
E

公
共
汚
水
ま
す
の
深
さ
は

厄
閉

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

-
司
圃

最
も
浅
く
て
七

0
セ
ン
チ

-
F
・
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
宅
地

内
の
排
水
設
備
の
距
離
に
合
わ
せ

て
も
っ
と
深
く
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続

に
つ
い
て

「U
I
E
下
水
道
へ
の
接
続
は
義
務

「川
川
」
で
す
か
。

-
司
圃

法
的
に

言
い
ま
す
と
、
義

国
「
a
a
-
-
-

-
F
圃
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
環
境
や
公
衆
衛

生
な
ど
の
社
会
的
必
要
性
を
ぬ
き

に
検
討
し
て
も
、
長
期
的
に
見
れ

ば
、
下
水
道
に
切
り
替
え
て
い
た

だ
く
方
が
経
済
的
と
な
り
ま
す
。

U
E

排
水
設
備
の
設
置
は
六
カ

日
川
」
月
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は

三
年
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
す
か

。

-
司
圃

ト
イ
レ
を
除
く
台
所
や
風

-
F
a

-
-圃
・
・

-
E
』
目

・

手
洗
い
な
ど
か
ら
の

排
水
は
、
原
則
と
し
て
下
水
道
の

処
理
区
域
と
な
っ
た
こ
と
の
告
示

が
あ
っ
て
か
ら
六
カ
月
以
内
に
下

水
道
に
流
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、

ま
た
、
く
み
と
り
便
所
の
水
洗
化

は
三
年
以
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
家
の
建
替
え
や
改
築

な
ど
の

事
情
に
よ
っ
て
、
六
カ
月

以
内
の
つ
な
ぎ
込
み
が
困
難
な
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
で
も
、
下
水

道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
に
は
費
用
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
検
討

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

•••••••••••••••••••••• 
説
明
会
の
質
疑
の

一
部
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
不
明
な

点
は
ど
し
ど
し
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

三
月
に
い
よ
い
よ
川
内
浄
化
セ

ン
タ
ー

の
運
転
を
開
始
し
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要

望
に
よ
り
、
運
用
を
し
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ぬ
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創
世
組
の

参
院

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、

2
0
0
1

年
の
参
議

院
通
常
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
じ
た
。

目
開
同
国

参
議
院
議
員
の

さ
れ
ま
し
た

参
議
院
議
員
の
定
数
を
二
五
二

人
か
ら
二
四
二
人
と
し
、
平
成
十

三
年
と
平
成
十
六
年
の

二
回
の
通

常
選
挙
の
際
に
、
段
階

的
に
削
減

さ
れ
ま
す
。

参
議
院
(
選
挙
区
選
出
)
議
員

定
数
の
内
、
下
表
の
各
選
挙
区
に

お
い
て
は
、
選
挙
す
べ
き
議
員
の

数
が
改
正
(
削
減
)
さ
れ
ま
す
。

h
F

人
J火
山

除
院
困F
n
，-
m乱
低

回
目-
n
『

1

a
臥
司
n
，
』

数

一
明
支

一

定
側
斜

純

比
選

h
'

人
は
川
A

h
H幽F
n
L
α
町
出

回
日
圃
R
u
-
-

d
臥
司
n
，
-数

一
明E

定
州
知
明

総
附
選

参議院議員の定数削減

非拘束名簿式比例代表制

改正前の 改正後の選挙区
議員定数 議員定数 比 較

岡 山 県 4 人 2 人 2 人減

熊本県 4 人 2 人 2 人減

鹿児島県 4 人 2 人 2 人減

参議院選挙区選挙定数が削減される選挙区

参
議
院

比
例
代
表
選
挙
が

非
拘
束
名
簿
式

と
な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
比
例
代
表

選
挙
は
、
あ
ら
か
じ
め
政
党
の
側

で
候
補
者
の
当
選
順
位
を
決
め
て

お
く
方
式
(
拘
束
名
簿
式
)
で
、

有
権
者
は
政
党
名
を
記
載
し
て
投

票
し
ま
し
た

。

こ
れ
に
対
し
、
新
た
に

導
入
さ

れ
た
非
拘
束
名
簿
式
は
、
名
簿
で

は
当
選
順
位
は
決
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
有
権
者
が
候
補
者
名
ま
た
は

政
党
名
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て

投
票
す
る
方
式
で
あ
る
た
め
、
有

権
者
は
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
を

選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま

す
。

8奏奇害きまさきで
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参議院肱例代表選挙
のしくみはとうtdÞま訊

。 公示

00党
01-巨OElB

O山Of.\

O川O子

O田O江
IL一一一一一

各政党ガ候補者名簿を届出(当選順位はなし)

@ 投票

候補者名で宅、
政党名で宅按票できる

@ 閲 百
一
一
小
= 1ぷ3525|+
ー_ 1 ムム党候補者 I __L
園田 l 個人の得票甑 11

各政党の総得票叡l之応じて議席を比例配分し、
候補者之との得票叡の順l之当選人を決める

。 結果

E
m
E串票
票
票

E
m

-
-
百
万
百
万
万

元

0
0
0
0
0

0

ロ
ω
8
6
4

A
W
六
江
由
子
面
一

m

0
0
0
0

授

党
山
田
原
川
の

0
0
0
0
0

沼

O

国
国
国
蹴

ムム党 300万票

固ム野ム代 90万票

固ム7.1<6- 70万票

ム71てム子 50万票

ム中ム治 30万票

政党名の授票 60万票

3人当選 2人当選

平成1 3年 3月号 広報かわうち

a 

政党は
・名簿による立候補の届出
一定の要件を満たす政党は、当選順位を

付けないで候補者名簿を届け出ます。

有権者は
・投票方法
有権者は投票用紙に、名簿に記載された

候補者名を記載して投票します。

ただし、候補者名に代えて政党名を記載

して投票することが

できます。

当選人の決め方
1 .政党の総得票数に基づいてドン卜方

式により、各政党の当選人の数が決

まります。 なお、政党の総得票数は、

候補者個人の得票と政党名の得票を

合算したものとします。

2. 各政党に配分された当選人の数のな

かで、 得票数のもっとも多い候補者

から順次当選人が決まります。



介
護
保
険
の一

現
状
に
つ
い
て叩

2 ， 571人

3 ， 839人

-第 1 号被保険者数

・第2号被保険者数

・要介護者数

認定者 要支援
要介護 要介護 要介護 要介護 要介護

合計
2 3 4 5 

第 1 号被保険者 61 99 63 38 49 47 357 

第 2 号被保険者 7 2 4 16 

計 62 106 65 39 50 51 373 

-介護サービス利用者 (300人)

0在宅介護サービス利用者数

0施設入所者数

・介護給付費利用率 42.04% 

・ 1 月あたりの介護給付費 43 ， 590 ， 000円(公費負担分)

・利用者 1 人あたりの月額介護給付費 145 ， 300円(公費負担分)

・所得階層別第 1 号被保険者数

212人

88人

- ・ 介護保険制度の改正 ・ ・

ショートステイの利用が
容易になります/

~支給限度額の一本化について~

現在の制度では、在宅で介護保険のサ

ービスを利用する時、ホームヘルプサー

ビス、デイサービスなどの訪問通所サー

ビスの利用額と、短期入所サービス(シ

ョ ート ステイ)の利用日数と、別々に上

限が設けられています。

このように利用の枠が 2 つあり、町民

の皆さんにとっては分かりづらく、利用

しにくいものでした。

そこで、 平成14年 1 月からこの 2 つの

サービスの利用枠を一本化し、同じ枠の

中でいずれのサービスも利用できるよう

に改正されます。

また、この制度の改正は平成14年 1 月

からとなっていますが、平成13年 1 月か

ら利用拡大が図られることになりました

(実質的な前倒し策)。

詳しくは、担当

の介護支援専門員

(ケアマネージャ

ー)か役場福祉課

介護保険係(宮966

-2223) にお尋ねく

ださい。

E~~司~量監理

申
請
受
付
に
つ
い
て

川
内
町
で
は
、

川
上
小
学
校
校
区

に
お
い
て
、
両
親

が
共
働
き
を
し
て

い
る
等
で
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
1

年
1
3

年
生
を
対
象
に

学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
巾
年
度
の
学

童
保
育
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、

3

月
8
日

附
ま
で
に
申
請
書
類
を
川
内
町
役
場
福
祉
課
ま
で
提

出
し
て

く
だ
さ
い
。

(申
請
書
類
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

。

)

-
対
象
校
区

川
上
小
学
校
校
区
新

1

年
1
3

年
生
ま
で

・
開
校
時
間

放
課
後
5

午
後
5

時
却
分

(
夏
・
冬
・
春
休
み
も
対
応
)

-
募
集
人
数

お
お
む
ね
お
名

・
費
用

実
費
(
毎
年
、
保
護
者
会
で
決
定
し
ま
す
〉

・
提
出
期
限

平
成
問
年
3

月
8

日
同
厳
守

の

ぬ
広報かわうち平成1 3年3月号



交
通
災
害
共
済
に

み
ん
な
で
加
入
し
よ
う
/

町長の動静
総務文教常任委員協議会

合併検討特別委員会

松山衛生事務組合監査

1/16 

" 
1/19 

川内町こども議会1/20 

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
不

幸
に
し
て
交
通
災
害
を
受
け
た
時
、

少
し
の
掛
金
で
見
舞
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す

。

車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
特
に
お
年
寄
り

・

お
子
さ
ん

を
合
め
、
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

。

口
加
入
資
格

川
内
町
に
住
民

票

(
平
成
日
年

4

月
1

日
現
在
)
の
あ
る
方

。

年賀交歓会決算報告会

議員先進地行政視察研修

温泉郡北条市土地改良事業協議会

都市計画審議会

中島町元町長・高橋氏合同葬

温泉郡町村会定例会

第37回少年式

1/24'"'-'25 

" 
2/6 

1/22 

1/23 

2/2 

2/1 

た
だ
し
、
学
生
等
で
町
外
に
出

て
い
る
方
も
、
扶
養
義
務
者

が

加
入
す
る
場
合
は
加
入
で
き
ま

す
。

口
共
済
掛
金
(
一
人
年
額
)

一

般

6
0
0

円

中
学
生
以
下

2
5
0

円

(
昭
和
白
年
4

月
2

日
以
後
に

生
ま
れ
た
方
)

口
共
済
期
間

平
成
日
年
4

月
1

日
か
ら

平
成
凶
年
3

月
白
日
ま
で

口
加
入
申
込

各
区
長
さ
ん
ま
た
は
、
役

場
総

務
課
(
宮
9
6
6

・

2
2
2
2
)

で
受
け
付
け
し
ま
す

。

松山地区農業所得標準協議会総会

第41回建国記念の日のつどい

建国記念の日をお祝いする

のう

同和対策協議会

県民大会

議

2/8 

2/10 

" 

2/11 

等 災害の程度 金 額級

死 亡 100万円

2 医師の治療実日数360日以上の傷害 20万円

3 
医師の治療実日数180日以上

17万 5 千円
360 日未満の傷害

4 
医師の治療実回数96 日以上

15万円
180 日未満の傷害

5 
医師の治療実日数80日以上

12万 5 千円
96 日未満の傷害

6 
医師の治療実日数64日以上

10万円
80 日未満の傷害

7 
医師の治療実日数48 日以上

7 万 5 千円
64日未満の傷害

8 
医師の治療実日数32日以上

5 万円
48 日未満の傷害

9 
医師の治療実日数16 日以上

3 万円
32日未満の傷害

10 
医師の治療実日数7日以上

1 万円
16日未満の傷害

長

議長

常任委員

議長

特別委員

長

長

員議

Z義

議

3義

全

温泉郡議長会

総務文教常任委員

協議会

合併検討特別委員会

議員先進地行政
視察研修

年賀交歓会決算報告会

川内町こども議会

1/12 

1/16 

1/20 

1/22 

1/24 
'"'-'25 

" 

議長

特別委員

正・副議長

総務文教委員

員

長

長

議

議

委

議員定数検討特別
委員会

建国記念の日を
お祝いする県民大会

都市計画審議会

建国記念の日の
つどい

第37回少年式

1/29 

2/11 

2/2 

2/6 

" 

a 
広報かわうち平成13年 3月号
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は
ず
。
運
動
を
習
慣
づ
け
る
第

υ

国
保
・
老
保
…

一歩
と
し
て
、
暮
ら
し
の
中
で

…

大
い
に
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

…

.
“

ぅ
。
目
標
は
1

日
1

万
歩
で
す
。
日

圃
心
が
け
よ
う
、

圃
毎
日
初f
p
幼
分
の
運
動…
ゥ
ォ
l

キ
ン
グ
の
基
本
姿
勢
…

あ
な
た
は
毎
日
か
ら
だ
を
動
か

“
.
あ
ご
を
引
き
、
背
筋
を
仲
ば
し
、

日

し
て
い
ま
す
か
?

日

視
線
は
ま
っ
す
ぐ
前
方
の
路
面

日

運
動
不
足
は
肥
満
を
招
き
、
動

日

を
見
る
。

日

脈
硬
化

・

糖
尿
病

・

高
血
圧
・
高

υ

・
肩
の
力
を
抜
き
、
軽
く
ひ

じ
を

日

脂
血
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

日

習
慣
病
の
温
床
と
な
り
ま
す
。

毎
日
、
軽
く
汗
を
か
く
程
度
の

日

無
理
の
な
い
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
…

時
間
は
、
加
分
1

却
分
が
理
想
で

日

す
。

日

ロ
ま
ず
、
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
うf

日

ど
ん
な
に
腰
の
重
い
人
で
も

…

歩
く
こ
と
ぐ
ら
い
な

ら
で
き
る

…

'"‘ ルi(，9

曲
げ
、
腕
を
前
後
に
大
き
く
振

日

マ
ハV
o

n

-
つ
ま
先
で
け
っ
て
、
か
か
と
か

日

ら
着
地
す
る
。
歩
幅
は
ふ
だ
ん

日

よ
り
少
し
大
ま
た
に
。

-
呼
吸
は
1

歩
ご
と
に
「
吸
う
」
「
吸日

う
」

「

吐
く
」
「
吐
く
」
の
「
4

H

歩
1

呼
吸
」
が
基
本
。

…

・
額
に
う
っ
す
ら
汗
が
に
じ
む
程

日

度
の
ス
ピ
ー

ド
(
分
速
1

0
0

n

メ
ー

ト
ル
前
後
)
で
リ
ズ
ミ
カ

日

ル
に
歩
く
。

こ
ん
な
に
あ
る
/

ウ
ォ
l

キ
ン
グ
の
健
康
刻
栗

-

足
腰
の
筋
肉
を
使
う
こ
と
で
大

日

脳
を
刺
激
し
、
老
化
や
痴
呆
の

日

防
止
に
な
る
。

…
園イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・

血
液
の
流
れ
が
よ
く
な
り
、
高
血
…
・
h
f
a
-
-
t

圧
を
防
ぎ
、
新
陳
代
謝
も
高
ま
る
。・
圃
〈
、

a
E
F

-

脂
肪
が
燃
え
る
た
め
肥
満
防
止

に
役
立
つ

0

・

善
玉
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル
が
増
え
、

動
脈
硬
化
を
防
ぐ

。

-

免
疫
力
や
抵
抗
力
が
高
ま
り
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
。

-

骨
が
丈
夫
に
な
り
、
骨
組
し
ょ

う
症
の
予
防
に
役
立
つ
。

-

ほ
ど
よ
い
気
分
転
換
に
な
り
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ
。

図
書
室
だ
よ
り

O

菅

-問い合わせ先

国保・老保.....福 祉課(宮966-2223)

くうし ・・・・・・・・・・・総 務 課 (8966-2222)

もよおし ・ー ・・・・教育委員会(宮966-4721)

図書・. • • • • • . • • .・・・ ・ 中央公民館(宮966-4721)

図
書
寄
贈
の
お
礼

茂
晴
様

O

高
須
賀
敦
晶
画
様

中
央
公
民
館
図
書
室
の
新
刊
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

戸
町
H

リ
刀
口
、l

S
宮
司
工l
念
巾
J
J

広報かわうち平成13年 3月号

ぬ



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信

υ

1
ヵ
月
以
上
た
っ
て
も
商
品
が

日

販
売
、
い
わ
ゆ
る
「
ネ
ッ
ト
通
販
」

日

届
か
な
い

H
H

に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
急

…
・
使
用
し
た
覚
え
が
な
い
請
求
が
…

司
岨

ネ
ッ
ト
通
版
業
者
に
は
、…
司
副
ネ
ッ
ト
通
販
で

激
に
増
え
て
い
ま
す
。

…
あ
る
…

E
U会
社
名・住
所
や
電
話
番…航
配

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

l
l

と
き
は
、
ど
こ
に
相

ネ
ッ
ト
通
販
で
の
買
い
物
は
気

日

使
用
し
た
覚
え
の
な
い
イ
ン
タ

日

号
な
ど
の
連
絡
先
を
明
記
す
る
こ

日

談
ず
れ
ば
い
い
の
つ
・

軽
で
便
利
で
す
が
、
な
か
に
は
悪

…

l
ネ
ッ
ト
利
用
の
代
金
を
請
求

…
と
、
販
売
価
格
や
支
払
い
方
法
(
返

…

質
な
業
者
も
い
る
の
で
、
ト
ラ
ブ

…

さ
れ
た
。

…
品
特
約

・
商
品
の
引
渡
し
時
期
)

…
・
・
岨

ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ

圃
A
a
-
-

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
十
分
…
・
粗
悪
晶
、
遣
う
商
晶
が
届
い
た
日な
ど
の
項
目
を
表
示
す
る
こ
と
が
、

H

E
F
Mル
は
、
次
の
窓
口
に
電
話

な
注
意
が
必
要
で
す
。

日

有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
グ
を
申

日

「
訪
問
販
売
法
」
で
義
務
づ
け
ら

日

ま
た
は
メ

ー

ル
で
相
談
を
。

し
込
み
、
約
6

万
円
の
代
金
を

日

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
表
示
が

“
.
通
販
川
番

(
制
日
本
通
信
販
売

ネ
ッ
ト
通
反
〉

日

支
ム
っ
た
が
、
届
い
た
商
口
口
ま…き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
か
、
確
認…
協
会
の
常
設
相
談
窓
口
)

宮
0
3

一

J
Jの
Q
&
A

…

j

ミ
匂
口

1
・

ト
ラ
ブ
ル
防
止
C

H

明
ら
カ
に
イ
ミ
テ

ー
シ
ョ
ン

…
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

…
・
3
4
3
4
・
0
5
5
0

業
者
に
連
絡
し
た
が
、
そ
の
後
、

…

制
日
本
通
信
販
売
協
会
の
正
会

…
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

-
a
a

…

業
者
か
ら
は
何
の
連
絡
も
な
い
。
二
見
で
、
「J
A
D

|
…

E

匂
一
、
当-
Z
E
E
-
O
H
m
\

司
1
4
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル

、

が
・

E

n
a

-
-
F回

目
・
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者
力
雲
隠
れ
H

M
A
」
マー
ク
の

む
詰

R
U

起
こ
っ
て
い
る
の
?
H
H
停
・

1

…

代
金
前
払
い
で
子
ど
も
服
を
申

日

あ
る
会
社
な
ら
、

町
凶山

口

\
ω
4
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
副
次
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
通

口

し
込
ん
だ
が
、
商
品
は
届
か
ず

…
安
心
し
て
利
用

ι
f

…
f

邑
u
z
h
F
R
u
-
-
M

i

-

-

;

1
 

.
，
E圃
販
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
寄

…

そ
の
業
者
の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
も

“

で
き
ま
す
。

a
n

-

-
1
1
1

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

“

な
く
な
っ
た
o

H

I
l
-

-

-
注
文
し
た
商
品
が
届
か
な
い
…
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
フ
リ
l

マl
…
ヨ

ネ
ッ
ト
通
販
を
…
-
川
内
町
レ
ク
リ
エ

E

シ
ヨ
ン

注
文
し
て
代
金
を
送
金
し
;
、

…
ケ
ノ
ト
…

町
民

利
用
す
る
と
き
の
…
圃
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ア
カ

…
ー
…
注
意
点
は
?
…
.

個
人
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
パ
ソ
コ

H
H
口
日
時

ン
商
品
を
約
刊
万
円
で
落
札
し
、
“

.
司
回

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

…
3

月
お
日
間

圃

a
-
-
-

-

代
金
を
送
金
し
た
が
、
そ
の
後
、
…
'
E
U
ぐ
た
め
に
、
少
な
く
と
も

日

午
前
8

時
叩
分
開
会
式

商
品
が
届
か
な
い
。
住
所

・

連
日

次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
日

午
前
9

時
試
合

絡
先
は
聞
い
て
い
な
い
の
で
、

“
・

業
者
の
住
所

・

名
称

・
電
話

日
口
場
所

メ
ー

ル
で
催
促
し
た
が
音
沙
汰

υ
・

消
費
税
も
合
め
た
価
格

日
川

内
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー

が
な
い
。

日
・

送
料
の
有
無

…
口
対
象

河
日

安
山
し
て
利
用
で
き
る

υ
・

前
払
い
は
危
険

日
川

内
町
内
体
育
施
設
利
用
者
で

!

・

R
U
ネ
ッ
ト
通
販
業
者
の

υ

・
商
品
の
届
く
期
日

日

学
生
・
生
徒
は
除
く
。

見
分
け
方
は
あ
る
の
つ
・

-

返
品
や
交
換
可
能
か

接 ち
客三号
サ￡
l し
支た
の
コ

"'-- 著ツ
限られた短い時間の中で、大き

な差がつく「ちょっとしたJ コツ
100を収録。

今
井
登
茂
子

百
九
〆
わh
M相
川
必

航
ピ

リ
3
司

L
れ
l、

関
l 」
ゆ
λ
苅
「

\
d

側
副
島
F
ι影
間

擁
園
田
器
開

日 :
本 :

三手 三五 ー
日口 口口 ・

す感 ;
英覚 i
会で、 :

tIlOVA 著 話 : 
英語を話すことに臆病になって : 

いませんか? 日本語と英語の共通 ・
点から英語を話せるようになるか .
ち 。 :

瀬
戸

賢

ぬ
広報かわうち平成13年3月号
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閉会式で大会の総評を

するセルジオ越後さん

と総評を聞く選手たち。

西
谷
幼
稚
園
・

西
谷
小
学
校
合
同

学
芸
会

2 月 4 日 、西谷小学校体育

館で、西谷幼稚園 ・ 西谷小学

校合同の学芸会が開催されま

した。

今年は、西谷の過去 ・ 未来を表現した創作

劇などが上演され、会場からは、惜しみない

拍手が送られていました。

第9困セルジオ越後杯
争奪川内サッカー大会

1 月 27 . 28 日、 第 9 回セルジオ越後杯争奪川内サ ッ

カ一大会が川上小学校体育館を主会場に行われました。

大会では、小学生16チーム、中学生 8 チームが参加

し、フ ッ トサノレ(室内サ ッ カ一)で対戦。

パス回しゃ攻守のきりかえにスピー ド感があるフ ッ

トサノレは、見る側にもその緊迫感が伝わり、エキサイ

トした声が飛ぶ場面も

また、試合の合聞には、セルジオ越後さん率いるア

ミ ーゴスチームと参加チームとの対戦もあり 、参加者

からは、レベルの高い技術を目のあたりにして、驚き

の声があがっていました。

〔試合結果) (上位入賞の川内町関係分のみ)

・ 中学生の部 準優勝 川内中学校A

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

貴重な文化財を火災から守ろうと、文化財防火訓

練が 1 月 27 日、 三島神社(保免)と医王寺 (宝泉)

で行われました。

三島神社では、東温消防署員、地元消防団員、地

元有志のほか、今年は小学生も参加して放水訓練に

取り組みました。 また、医王寺では、改良され、簡

単操作で放水で、きるようになった消火栓を使っ て、

地元有志が放水訓練を行いました。

平成13年 3月号 広報かわうち

ぬ
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2 月 2 日、 川内保育園

で節分行事の豆まきが行 作信とミ
われま した。 医:I...J _ _""_ J 

_..-/ 、，司圃，

園児は、ほうろくでの

豆いりゃいわし焼きを体験した後、いよいよ

豆まき。

鬼に扮した先生や年長園児を、歓声を上げ

ながら追いかけていました。

2 月 2 日、 川内中学校体育館で少年式が行われ、 14歳の

春を迎えた 2 年生15 1人の人生の節目を祝いました。

少年式の会場には、自画像や築刻(自らの名前をデザイ

ンした印)、テーマ文字 「光輝」の書が飾られ、式典に参加 . 

した保護者らの目を引いていました。

式典終了後、 2 年生は、記念行事のスキー実習へ出かけ

ま した。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 12 日、駅伝競走大会が川上小学校グ

ランドを起点に2.1kmの周囲コースで行われ

ました。

小学生、仁1:1学生、 一般が同時にスタート

し、タスキを リ レー。走り終えた選手は、

あめ湯のサービスで人心地ついていました。

大会の主な結果は以下のとおりです。

第
9
田
川
内
駅
伝

競
走
大
会

区 分 (霊 勝 準優勝 第 3 位

小学生男子 川上サッ カ-A
川上

川上サッカー B I
ソフトボールA

小学生女子
川上 川|上 川上
バレーボールA バレーボールB ミニバスケットボール |

中学生男子
) 1 [ 中 OB .

川中サッカ-A 川 1*1サッカ- B
水泳音II Jili合

中学生女子
) 11 中 ) 11 1:[二l

バスケットボール バレーボール

一 般 東温消防署A
) 11 内さくら

三 rflî 精機
ランナーズ

平成1 3年 3月号広報かわうち

ぬ

2 月 18 日、東谷小学校で東谷幼稚園 ・ 東谷小

学校合同の学習発表会が行われました。

学習発表会では、踊りや音楽の発表のほか、

総合学習の一環として、国際化やリサイクルに

ついて考える劇などもあり、会場の保護者の関

心を引いていました。

• 



「みんなのひろばJ に耳寄りな情報をお寄

せください。

(役場総務課広報係宮966-2222)

第
幻
回
会
長

バ
レ
l

ボ
l

2 月 18 日、 川内勤労者

体育センターで、第21回 l

会長杯バレーボーノレ大会

が開催されました。

男子 4 チーム、女子 5

チームが参加して熱戦を

展開。 大会の結果は以下

のとおりです。

初心者手編教室
参加者募集!

~マフラーなど基礎から
手編をはじめてみませんか?"-'

主催中央公民館手編教室

開催日 3 月 24 日(土)，，-，

毎週第 2 ・ 4 土曜日

午後 1 時から

場所中央公民館 3 階第 1 学習室

対象 手編初心者で小学生以上

参加料 実費(材料代200円程度)

準備物 あれば棒針 8"-'9 号程度

申込み先 中央公民館 966-4721 

手編教室代表者渡部春美 966-2695

婦人会から

-女子の部

優勝蓄積パラ

準優勝川内クラブA

第3位川内クラブB

〔大会結果〕

・ 男子の部

優勝町東部バレーボール

準優勝パーソンズ

第3位 T. ファミリー

表
川
吟
社
二
月
例
会
報
池
川

れ
は
ん
に
し

千
幹
の
竹
の

P

ざ
わ
め
き
浬
級
車
高
成

暖
か
や
徒
然
一
に
潰
く
詩
タ

h
u

J暖
か
や
、
盲
導
犬
の
愛
の
h
z

手
に
触
る
る
も
の
皆
ふ
ぎ
し
雛
の
店

鋭
、
市
や
重
ね
金
ぬ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

暖
か
や
歩
き
つ
つ
令
ぶ
中
華
鏡

む
つ
全

暖
か
や
檎
榔
升
れ
も
も
う
間
近

幾
度
か
通
ひ
し
島
や
瀬
戸
は
春

割
烹
着
ぬ
ぎ
て
寛
ぐ
除
夜
の
鐘

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
孫
の
写
真
や
久3
つ
ら
ら

一
畳
庵
へ
敷
石
寂
が
ぬ
冬
、
桜

語
ら
ひ
な
え
、
一
人
暮
し
ゃ
寝
五
局

一
人
屠
に
訪
ふ
人
も
会
し
尖
、
持

早
春
誇
流
る
る
朝
の

-
mか
な

風
花
の
消
え
ゆ
く
先
や
谷
課
、
宅
、

覗
金
、
み
る
孫
に
も
紅
や
初
鏡

輪
飾
り
の
A
Wり
を
亙
し
虫
掛
け
け
り

畑
谷
選

樋
口
史
子

仙
波
淑
子

菅
野

美
岬

戒
能
多

喜

河
原
汀
子

田
中
笹

子

宇
和
川
春
鳥

渡
部
テ
ル
ミ

宇
和
川
悠
起

相
原
初
子

菅
野
美
代

野
中
加
寿

近
藤
市
女

宮
崎
越
路

領
家
世
津

渡
部
五
月

池
川
胴
谷

失敗・出しそびれはがき集めに

ご協力いただきましてありがとう

ございました。 2 月 8 日、お金に

かえて川内町社会福祉協議会まご

ころ銀行へ届けました。

なお、中央公民館玄関に、はが

き集めのポストを年聞を通して置

きますので、今後ともご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。

・第 7 回桜学級問外研修

目時 3 月 4 日(日)

午前 7 時30分

中央公民館集合

研修先兵庫方面

.3月ポカシづくり

日時 3 月 25 日(日)

午後 7 時30分

場所中央公民館大ホール

ごみ減量と健康づくりに役立て

ましょう。お誘い合わせでご参加

ください。

広報かわうち平成13年3月号
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む・"、‘仁の
・霊真やめでと斗

(r 戸、

5.て先

2J 
Z 希吉

E L 

いっぱいいろんなところへ
遊びに行こうね。

小
倉

初
j

何
年
前
の
交
通
事
情

写
真
は

、

川
上
小
学
校
南
に
あ
る
交
差
点
の
朝
の

風
景
を
撮
っ
た

一
枚
で
す

。

当
時
(
昭
和
四
十
年
代
で
あ
ろ
う
か
)
、
今
ほ
ど
の

交
通
量
は
な
く

、
国
道
十

一
号
線
に
は
ま
ば
ら
に

車

が
走
っ
て
い
る

程
度
で
し
た

。

町
民
の
μ

足
μ
は
も
っ
ぱ
ら
パ
ス
で

、
当

時
は
車

内
に

車
掌
さ
ん
も
お
り

、

切
符
販
売
や
次
の
停
留
所

の
案
内
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
し
た

。

当
時
の
道
も
、

主
要
国
道
で
し
た
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
で
、
パ
ス
に
乗

車
す
る
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の

継
ぎ
目

ご
と
に
、
ガ
夕
、
ガ
タ
と
車
内
が
揺
れ
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す

。

な
つ
か
し

22 
種畜
‘込，....，

認を
広募
報集
係し
主ま
与す

報
を

(父・母より)

笑顔のかわいい佑紀ちゃん。

ずっと元気でいっぱい遊ぼうね。

A
N
陶

.
Q
旧
附U佑

紀
ち
ゃ
ん

(3
月
間
日
生
)

渡
部

金
浦

川
柳
も
づ
く
吟
社

二
月
例
会
報喜

撰
亭
選

美
味
し
い
の
返
事
を
待
っ
て
居
る
煮
豆

野
中

友
親

お
引
を
記
新
成
人
が
派
手
に
ゆ
れ
山
本
紫

芳

初
夢
は
豪
華
毛
皮
で
初
詣
で

菅
野
美

雪

世
記
本
引
き
つ
っ
て
行
く
新
世
記
山
本
ひ
ろ
志

ア
メ
リ
カ
の
大
豆
旬
本
の
鬼
を
追
う
大

島
実

包
一
那
よ
り
豪
華
な
令
亭
す
る
ベ
ッ
ト
岡
本
武

士

ブ
ラ
ン
ド
を
着
せ
ら
れ
犬
は
尾
を
振
ら
ぬ
都
築
登
喜
子

華
や
か
に
豪
華
ス
テ
ー
ジ
投
げ
キ
ッ
ス

平
岡

深
舟

節
分
へ
全
員
中
山
張
鬼
ケ
島
松
岡

義
国

貌
の
顔
立
て
て
豪
華
な
披
露
宴

高
岡
紫
温

彩
り
は
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
の
散
ら
し
寿
司
篠
森

美
登
里

船
型
に
盛
っ
て
豪
華
な
活
け
造
り

高
瀬
喜
撰
亭

四
月
句
会
御
案
内

時
四

月

七
日
午
後
七
時
半

所

中
央
公
民
館

題

記
録

・

本
家

・
飾
り

いつもニコニコ笑顔のとちゃくん。
元気で大きく育ってね。

(父・母より〉

来月号は4月生まれの満 7 歳児を募

集します。 3月 5 日までに役場総務課

広報係ヘ、写真コメントをお寄せくだ

さい。

" I 板|
ヨ朋主)

Z 識や

E 見

ぬ
広報かわうち平成13年3月号



一看
護
週
間
行
事
と
し
て
一
日
看

護
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
「
将
来
看
護
婦
に
な
り
た
い
」

学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
「
ご
家
族

の
看
護
に
役
立
て
た
い
」
方
、
「
病

院
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
方
な
ど
、

日
頃
看
護
と
は
無
縁
の
生
活
を
送

っ
て
い
る
O
L

、
主
婦
、
男
性
の

『ふ
れ
あ
い
=
重
義」

参
加
者
募
集

園口
申
込
先

干
7
9
0

・

0
8
4
3

松
山

市
道
後
町
2

丁
目
日
の
弘
社

団
法
人
愛
媛

看
護
協
会
内

愛
媛
県
ナ
l

ス
セ
ン
タ
ー

(宮

9
2
4

・

0
8
4
8

F
A
X
 

9
9
6

・

8
4
2
5
)

「ふれあい看護体験」の実施日と実施場所

実施日 実 施場所 募集人員

5 / 7 、 9 ， 11
訪問看護

各 1 名
ステーション愛媛

5/9 松山市民病院 10名

5/9 愛媛大学医学部 10名
附属病院

5/9 愛媛県立中央病院 10名

5/10 松山 記念病 院 15名

5/10 国立療養所愛媛病院 10名

5/10 NTT西日本松山病院 6 名

5/11 松山赤十字病院 10名

5/12 松山ベテル病院 10名

5/12 愛媛十全医療学院 6名
附属病院

一
口
対
象

内
職
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

姫
て
ま
り
の
作
り
方

姫
て
ま
り
の
作
り
方

技
術
指
導
講
習
会

之
寸

4

月
刊
日
聞
か
ら
4

月
幻
日
幽

ま
で
の
聞
の
日
日
間
(
土
曜
、

日
曜
、
及
び
祝
日
を
除
く

)
9

時
却
分
か
ら
日
時
却
分
ま
で

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

口
定
員

日
名

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
一
部
自
己
負
担
)

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
申
込
期
間

3

月
四
日
附
1
3

月
お
日
樹

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え
、
愛

媛
県

女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

(宮
9
2

3

・

2
2
0
1
)

へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

口
日

口 ・・・・・
日 人
権
相
談
所

日寺

3

月
7

日
附
午
前
日
時
1

ロ
時

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・
生
徒
の
い
じ
め
・

体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

平成1 3年 3月号 広報かわうち

一
口
日
時

毎
週
月

・

火
・
水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
分
i

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

ぬ

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の

悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者
・
関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

(宮
9
6
6

・

6
1
5
0
)



口 ・・・・・
日

松
山
労
働
条
件

相
談
セ
ン
タ
ー

主
寸

円
M
H
F

月
1

金
曜
日

土
曜
日

口
場
所

松
山
市
大
手
町
1

の
1

の
1

岩
本
ビ
ル
3

階

松
山
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー

(
フ
リー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0

・

13 14 
時時
s s 
18 20 
時時

1
3
5

・

8
0
7
)

口
内
容

賃
金
の
引
き
下
げ
、
労
働
時
間

の
変
更
、
出
向

・

配
置
転
換
や

突
然
の
整
理
解
雇
な
ど
の
労
働

条
件
に
つ
い
て
の
相
談

(
相
談
無
料
)

一検
察
審
査
会
制
度
は
、
各
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
、
ひ

ろ
く
民
間
人
の
中
か
ら
、
く
じ
で

選
ば
れ
た
日
人
の
検
察
審
査

員
が

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ

検
察
審
査
会
制
度

し
を
審
査
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
、
犯

罪
を
告
訴
・
告
発

し
た
人
で
検

察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
い
こ

と
(
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
)

に
不
服
の
あ
る
方
は
、
だ
れ
で
も

検
察
審
査
会
に
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

審
査
の
相
談
・
申
立
て
に
つ
い

て
の
費
用
は

一
切
無
料
で
、
秘
密

は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

松
山
市

一
番
町
三
丁
目
3

番
8

号

松
山
地
方
裁
判
所
内
松
山
検
察

審
査
会
事
務
局
(
宮
9
4
1

・

4

1
5
1
)

ま
で
。

一平
成
十
三
年
一
月
六
日
出
か
ら

郵
政
省
は
総
務
省
郵
政
事
業
庁
と

な
り
ま
し
た
が
、
郵
便
局
の
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
何
ら
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
お
持
ち
の
切

手
、
は

が
き
、
通
帳
、
貯
金
証

書
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

、
保
険
証
書
な
ど

郵
政
省
か5
総
務
省

郵
政
事
業
庁
ヘ

は
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

一平
成
日
年
1

月
に
、
給
水
装
置

工
事
事
業
者

と
し
て
追
加
指
定
し

た
業
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

口
北
四
国
設
備
側

新
居
浜
市
中
村
松
木
1

丁
目
9

番

お
号

給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
追
加
指
定
に
つ
い
て

(宮
0
8
9
7

・

4
0

・
ー

9
4
3
)
 

一松
山
地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、

自
走
式
駐
車
場
建
設
工
事
の
た
め
、

平
成
日
年
3

月
1

日
か
ら
同

年
8

月
紅
白
ま
で
の
予
定
で
、
敷
地
内

駐
車
場
が
、
終
日
全
面
駐
車
禁
止

と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
同
年

3

月
1

日
か
ら
下
記
の
場
所
に
来
客
用
駐

車
場
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
で
来

庁
さ
れ
る
お
客
様
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
庁
舎
敷
地
内
の
駐
輪

場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

法
務
局
・
職
業
安
定
所
・
農
林
統
計

事
務
所
来
客
用
駐
車
場
に
つ
い
て

ーN
.3月ごみの収集日・

清掃センター 966-4989 

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

月・木
東谷西谷 ー土谷滑川

変更な し
奥松瀬川・天神

毎

火・金
北方東北方西南方東 3 月 20 日ωは

南方西 3 月 21 日側に収集

週

水 ・土
町西・町東 (天神を除く)

変更なし
山回目 横灘団地・前松瀬川

電話
1 . もえるとみ

-問い合わせ先
干 790-8505 松山市宮田町188-6
松山地方法務局会計課施設係
宮932-0888

収集地域
ベッ トボト Jレ，

ガラスー空蛍ピン頚覇 乾空 電き 缶池 類類もトやさレなイいも鎖の テレビ 光町
粗大ごみ

東谷西谷 ・土谷・滑川
3 / 5 (月) 3 / 12伺) 3 /22同 3 /26(月)

奥松瀬川・天神

北方東・北方西
3 / 6 (火) 3 /13(火) 3 /23樹 3 /27(火)

南方東 ー南方西

町西・町東(天神を除く)
山田・横灘団地 3 /7(水) 3 /14(水) 3 /21 刷 3/28(7./<.) 
前松瀬川

2 . もえないごみ・粗大ごみ

ぬ
広報かわうち平成13年3月号



「こころの健康づくり週間」
3月 15日 "-'21 日

山理・ 精神を表す英語の接

頭語サイコ (qsyqqo) の語

Eを合わせだ3月15日 。

-健康センター 8966-2191 

この白から始まる 1 週間は
「こころの健康づくり週間J

で、平成11 年度に創設されま
した。 精神的ストレスを原因

とする/~\身症や生活習慣病の発症を予防し、生活

の質の向上を図ることを目的としています。

E塁韮盟
Oこころの健康相談

精神的に不安定だったり、痴呆等の相談をお受けしてい

ます。

日時 3 月 9 EI 倹)午後 2 時"'-'4 時

場所 健康センタ一及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡ください。

O健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。 健康に関することは

お気軽にご相談ください。

日時 毎週水曜日 9 時"'-'12時

場所健康センタ -1 階運動指導室

E歪震直
0いきいき健康講座

「花粉とアレルギ一」

日時 3 月 23 日(金) 午後 111~J30分"'-'3 時

場所 健康センタ ー 2 階

講師 愛媛大学医学部耳鼻咽H侯科

白馬イt:þ洋先生

E指揮Zi";;~..... ~-tLH~U" 

日時 毎週月曜日午前 8 時30分 "'-' 9 時

場所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票

i:l不幸な犬をつくらないために も、繁殖を希望 しない場合は不妊 ・
去勢手前f.jに努めましょう 。

.. ~白書問司(診療時間:午前 9 時~午後 5 時)

日 当 番 医 住 所 電話

4 日(日曜日) 友 戸~ |亙 l涜 松山市水泥111] 976-6262 

11 日(日曜日) 永山内科 医 院 松山市北梅本町 976-1788 

18 日(日曜日) 北上町i博整形外科 松山市平井IIIT 975-3753 

20 日(春分の日) ;1:長 石 病 |涜 重信IIIJ志津川 964-1234 

25日(日曜日) )11 病 院 松山市南梅本町 976-7811 

E盃酉11
r--T一一「 時 対象児と注意事項

3 月 1 日附
午後 21侍~3 f1寺

3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者。

※ï3" 日 l咳にかかったことがある方は、 二磁il~合

(ジフテリ ア ・破傷風) を受付で申し出てください。

場所 健康センター

持参晶 母子健康手帳、予防接種手帳、体祖計

|・健康一口メモ I 

ぬ

ストレスに負けない

現在、精神的なス トレスを感じる人が増えています。

今の世の 1:1:1 で、ストレスゼロの生活をしている人は皆

無に等 しいでしょう。しかし、「自分だけではない」と

少し物事の見方を変えてみれば、精神的に楽になれる

場合もあります。ス ト レスと上手に付き合うことは、

心の健康に欠かせません。 心の健康は、いきいき と自

分らしく生きるための大切な条件です。

ロストレスがあるのは自然なこと
周囲の環境が変化すると、それまでと違ったやり方

で対応することが求められます。 この変化に適応しよ

うとして、わたしたちの心や体にストレス反応と呼ば

れる緊張状態が起きます。

これはだれにでも起きることでいろいろな陣害から

身を守ったり、課題に挑戦したりするときに必要な自

然な反応です。 だれもがストレスの中で、対人関係を

保ちながら生活しているのです。

しかし、ス トレスの影響を強く受けるかどうかは個

人差があります。「自分だけが 」 という 発想を しがち

な人ほど、ス ト レスを強く感じ、精神的にどんどん落

ち込んでいってしまうので注意が必要です。

口積極的休養法でストレスを発散

休養のn寺聞を と っても、単にゴロ寝をして過ごすだ

けでは、本当の休養にはなりません。 一日寝ていたの

に疲れがとれないばかりか、なんだか憂うつな気分に

なってしまったという経験をもっ人も多いのではない

でしょうか。そんなことにならないためには、趣味や

スポーツ、ボランティア活動

などで休日を積極的に過ごす

平成13年 3月号広報かわうち



町の動き (2 月 1 日現在) 健康センターかう
( +20人)

( +12人)

(+ 8人)

(+ 8戸)

11 ， 276人

5 ， 332人

5 ， 944人

3 ， 887戸数

男
女
帯

人
世

口

略称敬分
計

窓
酬
が

の
刊
に

主
国
(
ι

-
戸
山

口
一
【

生誕お安
-~階j'jJj語院議2・

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日

受付 午前 9 時"-'12時

場所健康センタ -1 階

内容 身体計測、育児相談

持参晶 母子健康手帳

住 所 保護者 名前 生年月白

惣 |到谷下 可昔1 I 古:/i{l 2S 条 12.26 

ill3 ，*，村 渡部 l径二 軍 i包 12.28 

茶 主主 菅野 ilMJ *.ii 圭 12.29 

主昆 川本局宏 按 i足 12.30 

ヨ}く E王子 丸児 12 提 EF 1.3 

j]< 野 中間 1攻幸 災"来< 1.4 

*Jx 1司 佐々木和弘 だ大い 郷さ 1 .23 

J1 IJ 之内 長曽我部忠幸 ;長I 条 1 .25 

0離乳食教室(もぐもぐ教室)

日時 3 月 13 日伏)

受付 午前 9 時30分~

場所健康センター 2 階

対象 平成12年 8 月 "-'10月生まれの乳児とその保護者

内容 栄養士の講話 「離乳食の進め方について」

調理実習(簡単取り分け離乳食)及び試食、

身体計測、育児相談

母子健康手帳、エプロン持参晶

女ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

宝 泉 地川 正子 96 12.30 池)1 1 行

ガリフヤ荘 渡部ワサ 92 1.2 波音1I ワサ

ガリフヤ荘 武智イ立資重 83 1.3 武1ß'j1位主主重

竹之鼻 河野政男 54 1.5 河野政努

i!jl 免 高橋シゲ子 71 1.10 高橋 一志

永 告F 宇和川千代子 98 1.16 宇和川和腕

ガリラヤ荘 山本キハヨ 90 1.16 山本キハヨ

i!!i古市 梅崎ハズヱ 96 1 .19 梅崎成制t

21を 亙五 十1I[I 安子 86 1. 20 トir.誠一郎

間之側 伊貧富美枝 88 1.23 伊賀 紫烈

朝
に
タ
に
、
毎

日
下
か
ら
見
上
げ

て
い
る
池
ケ
平
か

ら
河
之
内
へ
至
る

稜
線
。

今
回
、
遂
に
踏
破
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
歩
い
て
初
め
て
こ
ん
な
ふ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
と
実
感
し
た
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
の
ル

l

ト

は
、
中

世
の
頃
に
も
、
大
熊
城
か
ら
河
之
内

の
名
越
城
へ
と
人
の
往
き
来
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

急
坂
が
続
く
こ
の
ル
l

ト
を
往
き

来
す
る
武
士
を
イ
メ

ー

ジ
し
な
が
ら

駆
け
る
よ
う
に
歩
い
て
み
た
が
、
膝

が
笑
っ
て
し
か
た
が
な
か
っ
た
。

3 月 15 日(木)

午後 1 時"-'2 時

健康センター 2 階

平成 9 年 7 月 "-' 9 月生まれの幼児

身体計測、問診、 小児科診察、歯科診察、

保健指導(栄養・歯科)

母子健康手rjJ長、アンケート(事前に送付します。 )

0 3 歳児健診

日時

受付

場所

対象

内容

持参晶

平成13年 2 月 10日現在

昨年比

+ 6 
1 

十 13

(松山南警察署管内)

生活道路での交差点事故倍増、安全確認を
・夜間は反射材で自己防衛を
高齢ドライパーの事故が多発、気配りを

交通事故の発生状況
本年

表紙の写真
聞の陛の枯草の聞から、ポッコリと頭を出している

ふきのとう。そのみずみずしい黄緑色のふきのとうは、

真っ先に春の訪れを告げているように見える。

ぬ
広報かわうち平成13年 3月号



NO.59 ••••••• 

a‘ 
大熊山の東側にある笹原を歩く 。

‘ 池ヶ平かう大熊山への登山ルー ト途中かう見た川内町の
平野部と松山平野。 .

-大照械跡
中世の伊予国守護、 河野氏の重

臣であった戒能氏が築城したとさ
れる大熊城。
標高850mのこの山城跡から

は、 雑木がなければ表川| 、 井内川
の流域のみならず、遠く は、 重信

町から松山市まで遠望できる。 ぎ
た 、 この大熊山の南北両面は、急
酸な断崖と芯っており、大熊城が
要害堅固な山城であったことを思
い起こさせる。

新
聞
紙
上
に

"

大
熊
山
“
の
記
事
が
掲
載

さ

れ
た
後
に
出
掛
け
る
大
熊
山
行
は
、
二
番

煎
じ

で
お
も
し

ろ
く
な
い
が
、
前
回
の
踏
破

断
念
の
雪
辱
に
燃
え
て
、
再
度
挑
戦
し
た

。

今
回
は
、
前
回
の
ル

l

卜

と
は
正
反
対
の
ル

l

卜

で
登
る
こ

と

に
し

た
。

惣
田
谷
か
ら
の

登
り
口
に
車
を
停
め
、

以
前
に
紹
介
し

た
池
ヶ

平
へ
の
道
を

登
り
、
池
ヶ

平
か
ら
右
に

折
れ

、

尾
根
伝
い

に
登
っ
て
行
く
。

途
中
、
植
林
の
合
い
聞
か
ら
は
、

川
内
町
の
平

大
熊
山
i

宝
蔵
寺

野
部
は
も
ち
ろ
ん
、
塩
ヶ
森
の
頭
越

し
に

松
山
平
野
ま

で
見
通
す

こ

と
が
で
き
る

。

植
林
に
雑
木
が

混
じ
り
は
じ
め
た

頃
、
大
熊
山
山

頂
に
到
着

。

山
頂
部
分
に
は

"

大
熊
大
権
現
“
の
石
柱
と
小
洞
が
ま
つ
ら
れ
、
周

辺
部
に
は
、
郭
や
堀

切
ら

し
き

遺
構
が
残
っ
て
い
る

。

大
熊
山
山

頂
で
小
休
止
後
、
河
之
内
方
面
へ
と
歩
き
始
め
、
笹

原
の
ピ
l

ク
を

登
り
切
る
と
、
そ
こ
か
ら
は

急
坂
を
尾
根
伝
い
に

駆
け
下
り
、

一
気
に
宝
蔵
寺
パ
ス
停
の
所
ま
で
出
た
。


